
初めて⽇本に

2010.09.02

⽇本についたときは、とくに感じたことはありませんでした。空港についても、中国とあまり変わらない感じで、なんだか南の⽅に旅⾏に来たみたいな気がしていました。  
でも昨⽇、みんなと⽇本の街を歩き回って、やっと⽇本に来たんだって実感がわいてきました。街の住宅は古めかしく、こじんまりと、よく⼿⼊れされた庭には⾒慣れた果実
が。でもこの⾒知らぬ国では違った⾹りをはなっていました。

謝 瀟葦さんの⽇記



適応中...

2010.09.08

今⽇は授業⼀⽇⽬、1時間⽬は古典で、お馴染みの桃花源記でしたO(∩_∩)O~先⽣に⾔われて中国語で読んだけれど、みんなきょとんとしていました。⽇本語の読み⽅は知らな
いけれど、⼤体の意味は分かったかな。地理の授業では、地名が全部カタカナで、ちょっと中国の地図を⾒たくなってしまいましたが、先⽣も根気よく教えてくれました。  
修学旅⾏はずっと⾏きたかった沖縄に⾏きます。きっと景⾊も本州と全然違うんでしょうね。  本を⼆冊買いました。1冊は川端康成の「雪国」です。⽇本語を勉強していると
よく聞く本ですが、これまでなかなか読む機会がなくて。まだ読み始めたばかりですが、とてもおもしろいです。清らかで、艶美で...... 家の⼈たちとは仲良くやっています。
少なくとも⾃分ではそう思っているけれど、皆さんにはとても感謝しています。まだ学校での会話はよく聞き取れないし、⾃分からはあまり話せません。時間がたてば慣れてく
るのかな。でもやっぱり皆さんにお礼を⾔いたいです。本当にいろいろありがとうございます。

謝 瀟葦さんの⽇記



感想いろいろ

2010.09.16

家が恋しくて、学校が、同級⽣たちが、みんなが恋しくて......⽉餅が⾷べたくて、国家が歌いたくて、中国詩を詠みたいよ!!! ふっと湧き上がるある感覚、すっと消えてしまう
ので、どんなものだかはっきりしなくて、時間の軸がすりつぶしてしまう...... ここに来てから、たくさんの中国のものに触れる機会があった。世界史でも中国史を勉強した
り、授業中も中国のことをあれこれ聞かれたり、中国語で教科書を朗読したり、みんなの名前を中国語読みしてあげたり......どれも祖国と関係のあることばかりなのに、そこに
は近づけないもどかしさが。この1年は、ここで過ごしていかなきゃ。  学校は、まだわからないことばかり。同級⽣たちの話していることもよくわからないので、まだ⼀緒に
何かをすることができなくて。何か話さなきゃ、と思っても、何を話したらいいのかわからなくて、おたがい気まずい雰囲気になって、あいまいに微笑みあうだけ。  涼しく
なってきて、秋⾬が降り、ほんの短い間、空気が冷たくっギュッと固まる。    いつもすごく眠くて、頑張って勉強をして、床に突っ伏して寝てしまう。    ここのお茶っ
て⽩湯みたい。私が普段は⽔を飲んでいるっというとみんな驚くの。  ⾷堂やレストランに⾏ってもメニューに書いてある料理がさっぱりわからない。わかるのはラーメンと
うどんだけ。   本屋もそう。作家別に分類された本棚は、知らない作家ばかり。    いつも失敗ばかりで、靴下を裏返しで穿いてしまったり、学校で、携帯でメールをして
いたら先⽣に注意されたり、お茶を絨毯にこぼしてしまったり、卵を割ってしまったり......  剣道の練習中は、コーチから注意されてばかり。毎回毎回、私はちゃんとバラン
スがとれていないらしい。  ......  だいじょうぶ。もっとがんばらなきゃ...... 
これは⽇本語で投稿されたものです

謝 瀟葦さんの⽇記



ちゃんとやってる

2010.09.21

そんなにつらくもないけど、⼈間って、悲しいことがさらに⽂章を書く欲望をもたらすのだろう。  授業も⼤体わかるし、家族も友達もみんな親切。スムーズに やっていける
と思う。  最近、勉強がすごく忙しかった。しょっちゅう夜の明け１時か２時まで勉強してて、テストの準備やなあ...
これは⽇本語で投稿されたものです

謝 瀟葦さんの⽇記



テスト終わったよ~

2010.09.30

やっとテストが終わったよ~ 答えはボロボロだったけど、とにかく終わってうれしいなO(∩_∩)のO~  あさってから修学旅⾏......沖の海はきっときれいだろうな~~ ホームス
テイ先で源⽒物語を借してもらったよ。⽇本語の勉強になるし、おもしろいね。こんなクラシカルなのって好きだな~なんだか⽇本に来てから、古典と地理の勉強がすごくおも
しろくて~⽇本に来なかったら、勉強する機会なんて無かったろうな... 中華料理も⾷べに⾏ったら...チャーハンの味がまったく同じ...ふるさとを思い出しちゃう... 来⽉になっ
たらいろいろなところに⾏けるかも~⼤阪に来てだいぶたつのに、まだ⼤阪城もいってないし...学校のお向かいなのにね...

謝 瀟葦さんの⽇記



沖縄の旅

2010.10.08

10⽉1⽇から10⽉5⽇までの間、私たちの学校は修学旅⾏で沖縄へ⾏った。 今振り返ると本当に楽しい⽇々だった。まるで夢を⾒ているかのように。その時は⽇記に書きたいこ
とがたくさんあったのだけど、帰ってから少しこんがらがっちゃって。記憶の⾜跡に沿って書き残していきたいと思う。あまりまとまっていないけど、本当に最⾼の思い出なん
だ。 2⽇早朝、肌寒い⾵と共に出発。朝が早くてとても眠たい。冷たい⾵に吹かれてようやく⽬が覚めてきた。とても早く空港に着いてしまったのだけど、それでも何⼈かの⽣
徒は既に興奮した⾯持ちで会話に花を咲かせていた。修学旅⾏では私服を着ることができるのだけど、皆⾯⽩い格好をしている。でも全体的に⾔って、⽇本の洋服はとても質素
だ。可愛くて、それでいて派⼿すぎない。私の好きなスタイル。剣道部の⼥⼦が私の⼿を引っ張って「⾶⾏機、⾶⾏機︕」とはしゃいでいた。初めて⾶⾏機に乗る⽣徒が多いよ
うで、みんな興奮している。離着陸の時にも、叫び声や拍⼿が巻き起こってとても盛り上がった。私は今までに何度も⾶⾏機に乗ったことがあるけど、着陸の時にこんなに感動
したのは初めてだった。もくもくと⽩い雲が浮かぶ真っ⻘な空に、どこまでも続く透き通ったコバルトブルーの海。陸地に近いところは淡く、そこから離れれば離れるほど海の
⻘が濃くなっていく。そして最後には空の⻘と⼀体化するんだ。壮⼤なのにどこか柔らかくて…。あの時の景⾊を形容できる⾔葉が⾒当たらない。でも、あの地に降り⽴った⼈
は、間近に広がる美しさに必ず感動を覚えるはず。それだけは確信を持って⾔える。 その後私たちは農家で⼆⽇間を過ごした。パイナップル畑で草むしりをしたり、パイナッ
プルを箱詰めしたりと農業体験をした。それ⾃体は特別なことではないけれど、トラックの荷台で感じる⾵がとても気持ちよかった。午後は川辺で海⽼のつかみ取り。その時う
っかり躓いてしまって、ついていないことにカメラが⽔の中に⼊ってしまった…。今も完全には直っていないけど、どうにかなりそう。⼣⽇が沈んだ後はボートに乗った。星を
⾒たり、蛍を⾒たり、夜の静寂と⼼地よさを味わった。私は川辺で⾜を怪我してしまい、海⽔にも浸かってしまったので、幸運なことに別の農家のお⽗さんと⼩⾈に乗って⾊々
なことを話すことができた。それから海岸でバーベキュー。広い砂浜には私たちだけ。満点の星と淡い⽕の光の下で猪⾁と⾃分で捕まえた海⽼に⾆⿎。農家の⼈たちが三味線を
奏でながら歌を歌い、最⾼の雰囲気。こんなに素晴しい経験はしたことがない…。⾙殻で作ったアクセサリーのプレゼントも嬉しかった。4⽇間の中でこの夜のことが⼀番印象
に残っている。本当に楽しかった〜。 3⽇⽬農家の⽅々とお別れした後、スキューバダイビングをした。美しい珊瑚と⿂の群れをみることができた。4⽇⽬は世界⼀と名⾼い沖
縄ちゅら海⽔族館へ。どれもこれも素晴しかった。 ⽇が開いてしまって、細かい所は忘れてしまったけれど、沖縄の全てが、本当に美しかった。

謝 瀟葦さんの⽇記



毎⽇が全く変わって...

2010.10.28

理数系に進んでから、本当にタイヘン...... 机に突っ伏したまま寝ちゃったり、ボウっとしていろんなことを忘れては、慌ててやり直すことの繰り返し..... 今⽇もまた、みんな
の前で話をすることに。もうコメントする気にもなれないけど、ひとつだけ⾔わせてもらえば『この以上いやや...』。でも先⽣やみんなからの評判はまあまあ良かったみたい
（ウーン...少なくとも⾃分ではそう思っているけど） 今のホストファミリーのお⺟さんは中国語の通訳なので、よく⼀緒に中国語と⽇本語の勉強をしているんだ。すごく楽し
いし、学べることもたくさんあるよ.... 今の⾃分と、1ヶ⽉とでは全く違う⽣活をしている。でもすごく楽しいよ。いろいろ違った楽しみもあるし...... 近くに⼤きな商店街があ
るので、買い物はとても便利なんだ。おととい、お⺟さんと⼀緒に、秋祭りに⾏ってきた。１０歳ぐらいの⼦供がたくさん来ていて、いろいろな⾷べ物の屋台やゲームのお店が
でていたよ。  授業のことは...実は、はじめから何を話しているのかさっぱりわからなくて（古⽂も含めて...）。でもドリルもたくさんあるし、⾃分でも中国のカリキュラム
を勉強したいし、練習問題や、⼩論⽂テキスト、TOEFL対策や、⼩説もたくさん読みたい、なんて考えてたら時間が全然⾜りないよ...それに毎⽇剣道の練習も...  他に⽅法な
いもんね、頑張るだけだ〜

謝 瀟葦さんの⽇記



~詩~

2010.11.22

如夢令 ⼣⽇をばらばらに揉み砕き 落ち葉のようにして辺り⼀⾯に敷き詰める あの別れからもう3つの秋が過ぎた まるで冷たい⾵に⼼が包まれてしまったかのよう 想う 想う ⽉
はこんなにも透き通っていて美しいのに、もう誰もいなくなってしまった

謝 瀟葦さんの⽇記



久しぶり〜

2011.11.25

中国に帰ってもう四ヶ⽉経ちました。

学校のテストとかでいろいろ忙しいですが、⼀瞬とも⽇本のことから離れたことがありません。実はテストも全部⽇本語で出されていますし、クラスメートたちも
みんな来年⽇本に留学するつもりなので精⼀杯頑張っています。私も頑張らなきゃ＞＞

なんか早く⽇本に⾏ってみんなに会いたいなあ〜

 留学していた間にホストファミリーの⽅や学校の先⽣⽅にいろいろお世話になってありがとうございました。あと⼗ヶ⽉ちょっとで会えること、楽しみにしてい
ます。

これは⽇本語で投稿されたものです

謝 瀟葦さんの⽇記
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